
















てきた。最終年度にあたる 2014 年 7月 26 日に、それまでの研究成果の集大成
を図るべく、法政大学ボアソナードタワー 26 階スカイホールで国際日本学シ
ンポジウム「〈日本意識〉の過去・現在・未来」を実施した。以下に掲載の論
文は当日の発表原稿に基づいている。
　このシンポジウムでは、〈儒教・儒学〉、〈漢字〉、〈米・稲作〉という 3つの
伝統をあえてテーマに据えて 3つのパネルを立て、それぞれの伝統に照らす形
で、「〈日本意識〉の過去・現在・未来」を総合的に探る作業を行った。すなわ
ち、各パネルでは、「文学」、「文化人類学」、「東アジア地域学」の 3研究アプ
ローチからの各代表 1名計 3名が同一テーマで発表を行い、各パネルの最後で、
また 3つのパネル終了後には全体討議の形で、総括の議論を行った。当日、3
つのパネルで行われた発表は、発表順に以下である。
第１パネル：テーマ「儒教・儒学と日本意識」
大木康氏「漢学、国学と華夷思想」
川田順造氏「山鹿素行」
菱田雅晴氏「中国新儒家思想の社会的背景」
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第 2パネル：テーマ「漢字と日本意識」
横山泰子氏「漢字を使う私、使わない夷狄」
鶴見太郎氏「柳田民俗学と漢字」
山田泉氏「日本語教育と漢字」
第 3パネル：テーマ「米・稲作と日本意識」
小林ふみ子氏「都市文化としての米食」
濱田陽氏「複数的宗教文化と日本意識の開放」
ヨーゼフ・クライナー氏「日本文化は稲作文化、儒教的集団主義社会で、
中国文明の亜流か？」
　以下には以上 9つの発表のうち 8編が収められている。集大成を図るシン
ポジウムにふさわしく、掲載の 8編はいずれも、〈儒教・儒学〉、〈漢字〉、〈米・
稲作〉というこれまで、時に、〈日本意識〉の中核にさえ位置づけられてきた
文化的伝統の諸物が、そもそもどれほど「構成（構築）」の産物に過ぎなかっ
たのかということで、もしくは、しかし、にもかかわらず、それらが新たな
「構成（構築）」の下で、〈日本意識〉になお創造的な展開をどれほど与えうる
ものであるかということで、きわめて瞠目すべき提言を行っているのである。
この報告特集から、〈日本意識〉についての新たな意識が広く生まれていくこ
とを期待したい。
